


したものである。炉の両側壁に設置されたバーナおよび
二次空気ノズルから吹込まれる燃料ガスや燃焼空気によ
って炉内の可燃性ガスを効率良く燃焼させた後，図右上
の排気ダクトより排気している。また，図5には炉内の
ガス流れ（流速ベクトル）解析結果を示す。
　これらの解析結果を通じて，二次空気ノズルやバーナ
の配置，ガス流れの最適化を行っている。また，実プラ
ントにおいてもサンプリングを実施し，CFDモデルのブ
ラッシュアップを図っている。
2．1　オフテイクエリアにおけるCFD



3．石炭メルタにおけるCFDモデリング

　当社では，2003年から2007年にかけて進められた経
済産業省の補助事業「回転炉床炉による有用金属回収技










